
平
成
二
十
一
年
五
月
の
改
選
で
会
長
職
を
お

引
き
受
け
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
誠
意
を
も
っ

て
任
に
あ
た
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

農
業
は
、
人
間
が
生
き
る
た
め
の
三
原
則
で
あ

る
「
食
」
の
任
を
受
け
て
い
る
業
で
あ
る
と
同
時

に
、
国
土
保
全
と
い
う
大
き
な
仕
事
を
し
て
い
る

職
業
で
す
。

も
っ
と
農
業
と
い
う
仕
事
に
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
、
昨
今

の
農
業
を
支
え
て
い
る
の
は
、
高
齢
者
で
あ
り
、

こ
の
不
況
に
加
え
て
、
諸
材
料
の
高
騰
で
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
現
状
で
す
。

後
継
者
不
足
、
農
家
の
減
少
は
、
農
村
の
衰
退

に
繋
が
り
、
生
産
力
の
低
下
は
、
食
糧
不
足
を
招

く
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
農
家
が
安
心
し
て

農
業
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
い
か
に
創
っ
て
い

く
か
を
我
々
、
農
業
委
員
会
は
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
度
の
農
地
法
等
の
一
部
改
正
が
実

施
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
我
が
農
業
委
員
会
は
さ
ら

に
仕
事
の
責
任
範
囲
が
広
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
農
業
委
員
の
改
選
に
よ
る
交
代
で
、
農

業
委
員
の
役
割
等
を
早
く
認
識
、
自
覚
し
て
も
ら

う
為
に
北
栄
町
農
業
委
員
会
は
専
門
委
員
会
（
農

政
、
農
地
、
広
報
）
を
新
設
し
、
各
委
員
会
で
充

分
検
討
し
、
総
会
（
月
一
回
）
の
全
体
会
議
で
再

検
討
し
、
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
か
ね
て
よ
り
念
願
で
あ
っ
た
「
農
業

委
員
会
だ
よ
り
」
が
広
報
委
員
会
誕
生
に
よ
り
、

皆
様
に
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
届
け
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
北
栄
町
の
財
産
で
あ
る
農
地

を
守
り
、
が
ん
ば
る
農
業
者
を
応
援
し
て
い
く
組

織
で
す
。
ど
ん
な
事
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
今
後
も
農
業
委
員
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
委
員(

農
業
委
員
会)

は
、
農
地
・
経
営
相
談
、

行
政
な
ど
へ
の
橋
渡
し
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１

地
域
の
世
話
役
、
農
家
の
相
談
相
手

（1）
農
地
の
貸
借
・
売
買

農
地
を
耕
作
目
的
で
、
所
有
権
の
移
転
（
売
買
・

贈
与
・
交
換
）
や
、
賃
貸
借
権
等
の
設
定
を
す
る

と
き
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

貸
し
借
り
の
場
合
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に

基
づ
く
利
用
権
の
設
定
を
行
う
こ
と
で
、
期
限
が

く
れ
ば
貸
し
た
農
地
は
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。

農
業
委
員
は
農
業
者
等
の
担
い
手
（
借
り
手
・

買
い
手
）
と
貸
し
手
・
売
り
手
農
家
が
、
安
心
し

て
契
約
を
結
べ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

～生命の種を蒔いて 地球を守ろう～

～就任にあたって～
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耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
あ
た
り
、
費

用
の
二
分
の
一
が
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
ほ
か
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
残
り

の
二
分
の
一
を
県
と
町
が
負
担
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
耕
作
放
棄

地
の
解
消
者
（
耕
作
者
）
の
負
担
な
く
、

取
り
組
む
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
農
地
所
有
者

と
耕
作
者
の
間
で
五
年
間
の
利
用
権

設
定
（
基
本
的
に
は
使
用
貸
借
）
を
し
、

作
付
け
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
谷
地
区
で
は
、
昨
年
よ
り
「
大
谷

ふ
る
さ
と
愛
創
会
」
と
い
う
名
称
を
つ

け
て
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
部
門
で
は
、
大
谷
地
区
の
子
供

達
、
Ｊ
Ａ
女
性
会
等
が
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
、

コ
ス
モ
ス
の
種
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
蒔
い

て
、
す
い
か
・
な
が
い
も
健
康
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
の
農
道
に
置
き
、
マ
ラ
ソ
ン

ラ
ン
ナ
ー
達
に
元
気
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
休
農
地
対
策
と
し
て
、
七

百
三
十
ａ
の
畑
に
ひ
ま
わ
り
、
四
〇
ａ

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
て
、
農
業
に

取
り
組
み
た
い
農
家
、
企
業
の
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も

地
域
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
（
農
業

委
員
会
事
務
局

３
６
‐
５
５
６
７
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
畑
に
コ
ス
モ
ス
が
大
谷
地
区
の
あ

ち
こ
ち
で
き
れ
い
に
咲
き
、
地
区
内
外

の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

農
道
の
雑
草
刈
り
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
（
農
業
後
継
者
十
七
名
）
と
い
う
グ

ル
ー
プ
が
草
刈
機
を
手
に
が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
愛
創
会
と
し
て
の

活
動
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ふ

る
さ
と
を
活
力
の
あ
る
、
住
ん
で
い
て

▽
長
期
的
に
安
定
運
用

農
業
者
年
金
は
、
納
付
し
た
保
険
料
を

運
用
し
て
、
将
来
年
金
と
し
て
受
け
取
る

少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式
で
す
。

▽
担
い
手
へ
の
保
険
料
助
成

認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
農
業
者
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助

が
あ
り
ま
す
。

▽
税
制
上
の
優
遇
措
置

納
付
し
た
保
険
料
の
全
額
が
、
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す
（
民
間
の
個
人
年

金
の
場
合
５
万
円
）。

▽
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
ま
た
は
ＪＡ
へ

よ
か
っ
た
と
思
え
る
地
区
に
し
よ
う

と
、
助
け
合
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

私
も
副
代
表
と
し
て
こ
の
会
の
事

業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

(

議
席
番
号
順)

◇
農
地
委
員
会(

十
名)

田
村
幹
雄(

委
員
長)

、
飯
田
義
憲
、

磯
上
徹
、
友
定
憲
一
、
杉
川
武
士(

副

委
員
長)

、
岸
田
一
成
、
南
場
英
、
山

根
壽
明
、
牧
田
正
直
、
中
井
敏
浩

◇
農
政
委
員
会(

十
名)

濵
坂
良
男(

委
員
長)

、
涌
嶋
正
和
、

濵
田
陽
一(

副
委
員
長)

、
桑
本
正
利
、

津
川
孝
篤
、
田
熊
孝
則
、
石
賀
文
夫
、

河
辺
恭
教
、
山
吉
孝
雄
、
近
藤
貞
裕

◇
広
報
委
員
会(

六
名)

河
原
廣
美(

副
委
員
長)

、
前
田
浩
明
、

森
本
真
理
子
、
大
西
仁
美
、
齋
尾
智
弘
、

淀
瀬
千
賀
子(

委
員
長)

国
交
付
金

（
約
１
／
２
）

県
交
付
金

(

国
の
残
り

１
／
２)

町
交
付
金

(

国
の
残
り

１
／
２)

大
谷
ふ
る
さ
と
愛
創
会
に
つ
い
て

北
栄
町
の
あ
ち
こ
ち
の
田
ん
ぼ
で
、
黄
金
色
に

実
っ
た
稲
の
刈
り
取
り
が
真
最
中
で
す
。
春
先
の

長
雨
で
稲
の
成
長
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

の
米
の
収
穫
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
我
が
北
栄
町
農
業
委
員
会
で
は
、
念
願

で
あ
っ
た
第
一
号
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
発

行
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
祝
」
で
す
。

年
四
回
【
春
・
夏
・
秋
・
冬
】
の
発
行
で
、
す

べ
て
手
作
り
で
頑
張
り
ま
す
。
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
あ
や
か
り
「
菜
種
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

「
生
命
の
種
を
蒔
い
て
、
地
球
を
守
ろ
う
」
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業

者
に
、
夢
や
希
望
が
持
て
る
情
報
を
伝
え
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
種
を
蒔
く
お
手
伝
い

が
し
た
い
。
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
皆
様
の
為
の
組
織
で
す
。
農
家

の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長

淀
瀬

千
賀
子

農
業
委
員

森
本

真
理
子(

大
谷)

◇
耕
作
放
棄
地
解
消
に
か
か
る
費
用

編
集
後
記

し
っ
か
り
積
み
立
て
！

農

業

者

年

金


